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次に，幅戻り圧延について考察する。図 11にサーマルク
ラウンプロフィルの計算結果を示す。図 11（a）はシフト量
0 mm，図 11（b）はシフト量－300 mmの上下WRのサーマ

ルクラウンプロフィルを示している。サーマルクラウンの
ロール幅方向での最大値は，図 11（a），（b）ともに 272 μm

であり両者は等しい。一方で，図 11（a）の TCR25は 352 μm，
図 11（b）では 278 
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にて最大となり，WRシフト位置の＋側と－側で非対称に
なっている。これは，WRシフトでは板からの入熱範囲と抜
熱範囲が軸方向に移動を繰り返し，その結果として図 11（a）
に示したようにサーマルクラウンプロフィルが左右非対称に
なるためである。本条件では，上WRの軸方向－側（A）は
＋側（B）に比べ，WRが板に接している時間が長く，WR

の軸方向－側のサーマルクラウンが＋側よりも大きい。その
ため，シフト位置をサイクリックシフト予定位置から変更し
た国

http://www.jfe-steel.co.jp/archives/ksc_giho/35-1/j35-044-048.pdf
http://www.jfe-steel.co.jp/archives/ksc_giho/28-2/j28-082-088.pdf

